
日本産有藻性サンゴ類の最近の分類体系をVeron
（2000）の体系と対比させつつ学習する。大量の
骨格標本を双眼実体顕微鏡を用いて観察し，属レ

ベルの同定技能の修得または向上を目指して，根

気強く取り組める機会を提供する。骨格標本を詳

しく観察できる稀有の機会を，活用して頂きたい。 

対 象：一般市民・学生 
参 加：無  料（先着順） 
定 員：16 名（全日程参加可能者） 
講 師： 西平守孝・山本広美 

  野中正法 

会 場：沖縄県立博物館・美術館 講義室 
日 時：2019年3月21日(木) ～3月24日(日) 9:00～17:00  (4 日間連続) 

主 催： （一財） 沖縄美ら島財団  総合研究センター （沖縄県本部町石川888番地）  
共 催： 名桜大学総合研究所     
後 援： 沖縄県・沖縄県サンゴ礁保全推進協議会・日本サンゴ礁学会サンゴ礁保全学術委員会   

総合研究センター サンゴワークショップ

参加申し込みとお問い合わせは下記まで 
一般財団法人 沖縄美ら島財団  総合研究センター 普及開発課 

       〒905-0206 沖縄県本部町石川888番地 
E-mail: ocrc@okichura.jp （メールの件名は 「サンゴの分類と同定」 とお書き下さい） 
TEL： 0980-48-2266 （平日の午前 9 時～午後 6 時）  FAX：0980-48-2200 

サンゴの分類と同定

一般財団法人
沖縄美ら島財団




